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資源減究明に科学のメスを資源減究明に科学のメスを
「法制改革の印象」国と温度差「法制改革の印象」国と温度差

　１日、改正漁業法が施行される。政府はこれ
で科学的根拠に基づく漁業管理を強める方針。
狙いは魚介の資源を増やし、落ち込んだ漁獲量
や漁獲額を回復させることだ。本紙は、未来を
担う若手・中堅漁業者の反応をアンケートとイ
ンタビューを通じ調査。「現時点で科学に対す
る信頼度は低いが、資源の減った原因の科学的
な究明が求められている」「漁業管理の強化を
求める声がある一方、過去の管理での苦い経験
を思い出し不安がる声も多い」「漁業への好影
響を目指す改革の意図が全く正しく伝わってい
ない」ことが見えてきた。若手・中堅漁業者に
未来へのホンネを連載で紹介する。
　　　　　　　　　　　　　（５面に関係表）
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